
平
成
二
十
七
年
二
月
五
日
提
出

質

問

第

三

三

号

ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ
報
告
に
対
す
る
日
本
政
府
反
論
書
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

井

坂

信

彦
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ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ
報
告
に
対
す
る
日
本
政
府
反
論
書
に
関
す
る
質
問
主
意
書

ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ
報
告
に
対
す
る
日
本
政
府
反
論
書
に
関
し
、
岸
田
文
雄
外
務
大
臣
は
二
〇
一
四
年
十
月
十
五
日
の
衆
議
院
外

務
委
員
会
で
「
今
後
の
取
り
扱
い
に
つ
き
ま
し
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
今
後
と
も
我
が
国
の
立
場
へ
の
国
際
社
会
の
理
解
を

得
る
た
め
に
、
積
極
的
、
戦
略
的
に
対
外
発
信
に
取
り
組
む
と
し
て
お
る
わ
け
で
す
の
で
、
国
際
社
会
の
理
解
を
得
る
の
に
何

が
最
善
の
方
法
か
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
の
政
府
に
お
け
る
検
討
状
況

に
つ
い
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

①
ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ
報
告
に
対
す
る
日
本
政
府
反
論
書
は
そ
の
後
の
検
討
に
お
い
て
、
い
つ
公
開
す
る
か
決
定
し
た
の
か
。

②
な
ぜ
、
現
時
点
に
お
い
て
公
開
し
な
い
の
か
。

二

二
〇
一
四
年
十
一
月
二
十
七
日
付
け
産
経
新
聞
朝
刊
に
よ
る
と
、
ナ
チ
ス
戦
争
犯
罪
と
日
本
帝
国
政
府
の
記
録
の
各
省
庁

作
業
班
（
Ｉ
Ｗ
Ｇ
）
の
報
告
書
で
、
日
本
の
慰
安
婦
に
か
か
わ
る
戦
争
犯
罪
や
「
女
性
の
組
織
的
な
奴
隷
化
」
の
主
張
を
裏

付
け
る
米
側
の
政
府
・
軍
の
文
書
は
一
点
も
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
報
道
さ
れ
た
。
こ
の
Ｉ
Ｗ
Ｇ

報
告
書
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
は
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
こ
の
報
告
書
に
関
し
、
日
本
政
府
は
何
ら
か
の
反
応
を
示
し
た

か
。

一



右
質
問
す
る
。

二


